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令和７年度 

全国学力・学習状況調査の概要 
御前崎市教育委員会   

国語の結果分析 

「学習」に関する調査結果 

小学校６年生 中学校３年生 

国語 算数 理科 国語 数学 理科※ 

△ △ ▲ 〇 ◎ ◎ 

 

 

全国平均正答率と比較して 
☆ ＋６ポイント以上 
◎ ＋２ポイント～＋６ポイント 
〇  －２ポイント～＋２ポイント 
△ －６ポイント～－２ポイント 
▲ －６ポイント以下 
※中学理科は IRTスコアでの比較 
  (IRTについては次ページを参照) 
 

良
好 

◇類型別 
・「我が国の言語文化に関する事項」の問題 
◇個別の問題 
・自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を
捉えることができるかをみる問題 
（知識・技能） 

課
題 

◆類型別 
・「言葉の特徴や使い方に関する事項」の問題 
・「書くこと」の問題 
◆個別の問題 
・漢字を文の中で正しく使うことができるかをみ
る問題（知識・技能） 
・問題や事実と感想、意見などと、文章全体の構
成を捉えて要旨を把握することができるかをみ
る問題（思考・判断・表現） 

 

良
好 

◇類型別 
・「話すこと・聞くこと」「書くこと」の問題 
・「思考・判断・表現」の問題 
・「記述式」の問題 

◇個別の問題 
  ・目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたい
ことを明確にすることができるかをみる問題
（思考・判断・表現） 

  ・資料や機器を用いて、自分の考えが分かりや
すく伝わるよう表現を工夫することができるか
をみる問題（思考・判断・表現） 

課
題 

◆類型別 
・「言葉の特徴や使い方に関する事項」の問題 
・「知識・技能」の問題 

◆個別の問題 
  ・事象や行為を表す語彙について理解している
かをみる問題（知識・技能） 

 

【分析メモ】小学校、中学校ともに「言
葉の特徴や使い方に関する事項」につ
いて、全国と比較して課題が見られま
した。単に言葉を知っているだけでな
く、文脈に合わせて適切な言葉を選
び、表現する力が求められます。授業
や学習場面だけでなく、日常生活の中
でも、言葉を正しく理解し、適切に使う
ための基礎的な知識や技能を身に付
けていくことが必要です。中学校では、
「話すこと・聞くこと」「書くこと」「思考・
判断・表現」「記述式」の問題が全国
平均を上回っています。論理的に思考
し、自分の考えをまとめる力やそれらを
表現する力が身に付いてきています。 



 

 

小学校                                                   中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学の結果分析 

良
好 

◇個別の問題 
・平行四辺形の性質を基に、コンパスを用いて平
行四辺形を作図することができるかをみる問題
（知識・技能） 
・「10％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」
が「増量前の量」の何倍になっているかを表す
ことができるかをみる問題 

 （思考・判断・表現） 

課
題 

◆類型別 
・「数と計算」の問題 
・「記述式」の問題 
◆個別の問題 
・棒グラフから、項目間の関係を読み取ることが
できるかを見る問題（知識・技能） 
・基本図形に分割することができる図形の面積
の求め方を、式や言葉を用いて記述できるかを
みる問題（思考・判断・表現） 

 

良
好 

◇類型別 
・「データの活用」の問題 
・「記述式」の問題 

◇個別の問題 
  ・目的に応じて式を変形したり、その意味を読み
取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明する
ことができるかをみる問題 
（思考・判断・表現） 

  ・不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判
断の理由を数学的な表現を用いて説明するこ
とができるかをみる問題 
（思考・判断・表現） 

課
題 

◆類型別 
・「関数」の問題 

◆個別の問題 
  ・変化の割合を基に、xの増加量に対する yの
増加量を求めることができるかをみる問題 
（知識・技能） 

 

【分析メモ】小学校では分数やグラフの読み取り、面
積の求め方（いずれも記述で答える問題）、中学校
では素数や一次関数、図形の証明といった基礎的な
知識の応用や深い理解を求める問題で、全国と比
較して課題が見られました。中学校では、「記述式」
の問題が全国と同レベル、データを活用する問題が
全国平均を上回っています。小学校の算数において
は、数と計算における知識や概念を深く理解すること
と数学的な表現を用いて説明する力を身に付けてい
くことが必要です。中学校の数学では、「素数」や
「変化の割合」などの基礎概念を本質的に理解する
ことが求められます。 

今回、中学校の理科では、 
「IRT スコア」という指標を使
っています。これは、学力の達
成度を測るための指標です。 
従来の「平均正答率（何問中何
問正解したかの割合）」とは異
なり、問題ごとの難しさや、児
童生徒の解答のパターンを加味
して算出される指標です。 

各教科の問題は「国立教育政策研究所 HP」

で見ることができます。↓↓↓ 
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.htm 

l 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.htm
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御前崎市スクラム運営協議会重点項目「早寝・早起き・朝ご飯」に関する指標について 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

理科の結果分析 

「生活」に関する調査結果 

良
好 

◇個別の問題 
・身の回りの金属について、電気を通す物、磁石
に引き付けられる物があることの知識が身に付
いているかをみる問題 （知識・技能） 

課
題 

◆類型別 
・「生命を柱とする領域」の問題 
・「記述式」の問題 
◆個別の問題 
・レタスの種子の発芽の条件について、差異点や
共通点を基に、新たな問題を見出し、表現する
ことができるかをみる問題 
（思考・判断・表現） 

 

良
好 

◇類型別 
・「粒子を柱とする領域」の問題 
・「記述式」の問題 

◇個別の問題 
  ・身の回りの事象から生じた疑問や見いだした
問題を解決するための課題を設定できるかを
みる問題（思考・判断・表現） 

課
題 

◆類型別 
・「生命を柱とする領域」の問題 

◆個別の問題 
  ・水の中の生物を観察する場面において、呼吸
を行う生物について問うことで、生命を維持す
る働きに関する知識が概念として身に付いてい
るかをみる問題（知識・技能） 

 

【分析メモ】「生命を柱とする領域」について、小学校・中学校ともに課題が見られました。また、小学校
では、出題形式別で見ると「記述式」の問題に課題が見られました。児童生徒が知識の定着だけでな
く、問題解決や科学的な探究のプロセスを通して、学習した知識を実生活や科学的な事象に活用でき
るような学習計画の設定が必要です。中学校では、習得した知識を活用して科学的に判断し、表現する
力が身に付いてきています。 

単位％ 

毎日同じくらいの 
時刻に寝ている 

毎日同じくらいの 
時刻に起きている 

朝ごはんを 
毎日食べている 

本市 全国 本市 全国 本市 全国 

小学６年 79.6 81.9 92.4 91.0 96.0 93.7 

中学３年 85.7 81.0 95.8 92.6 94.7 91.2 

 

全国的な調査データに基づ

き、規則正しい生活習慣、特

に「早寝・早起き・朝ご飯」の

の要素が、児童生徒の学力

の高さと関連していることを示

唆しています。学力向上を目

指す上での重要な基盤作りと

捉え、生活面の重点軸として

今後も「早寝・早起き・朝ご

飯」を大切にしていきたいで

す。 


